
『恩返し』
 校長　栗田　智則

  立春が過ぎ、暦の上では春と呼ばれるようになりました。北日本での大雪を心配していましたが、
横浜にも降雪があり、まだまだ寒さと温かさを繰り返すようです。それでも街には梅花が確認でき、
季節は着実に春へと向かっていると実感します。インフルエンザが猛威をふるっています。十分な睡
眠による休養や、食事による栄養補給、うがい、手指消毒、換気、マスク着用など基本的な対策を意
識しながら、体調管理に努め、より賢く過ごしていきたいものです。
 ミラノ・コルティナ2026冬季五輪がいよいよ開幕。日本代表選手の活躍や挑戦、そして競技を通し
て繰り広げられる感動的なドラマを楽しみにしたいと思います。
 スキージャンプの混合団体は、丸山希、小林陵侑、高梨沙羅、二階堂蓮の４選手で臨み、４人全員が
安定したジャンプをして総合力の高さを示して銅メダルを獲得しました。各々の競技結果の積み重ね
で勝敗を決する団体戦は、一つのミスがメダルの色にかかわるので、選手はその責任や重圧と戦わな
ければならない。前回の北京五輪では、日本チームのスキージャンプ混合団体は４位に終わりまし
た。メンバーであった高梨沙羅選手は、当時スキージャンプＷ杯で男女通じて歴代最多の63勝、歴代
最多の表彰台113回、女子歴代最多のシーズン個人総合優勝4回という実績で、日本チームのエース
として期待されていました。１番手を任された高梨選手は、１回目を飛んだ直後にスーツの規定違反
で失格となり、記録は取り消し。この時点で日本のメダルは絶望的となり、泣き崩れました。２回目
は「どう飛んだか覚えていない」といいます。そんな失意の中にあった４年前の自分に、高梨選手が
手紙を書いたという記事がありました。

　今回の五輪開幕後、団体のメンバー入りを打診された高梨選手は「本当に私でいいんですか？」と
回答を一度保留したといいます。あの日以来、団体戦が怖かったと。元気のない姿を仲間が気遣った
といいます。本番直前に緊張する高梨選手に声をかけた小林陵侑選手「楽しもうよ」二階堂蓮選手
「沙羅さんは楽しく飛んでください。僕がその分やってやりますから」先陣を切る丸山希選手の姿を
見て覚悟が決まったそうです。「積み上げてきたものをここで出せないなら、私の競技人生は終わり
だな」と。寄り添ってくれた仲間の思いに応えて、96m50、97mの飛躍をみせ、見事に銅メダルを獲
得しました。失意の中でも競技を続けてこられたのは、北京五輪後も変わらず一緒に飛んでくれる仲
間がいたから。「四人だけで取ったメダルではない。皆のおかげで幸せな日にできて、自分の中でピ
リオドが打てた」「五輪っていいな」と高梨選手は４年前とは違った涙を流したそうです。
　トップアスリートたちは語ります。「たくさんの支えと、たくさんの応援があって、自分は今ここ
にいる。本当に感謝したい。恩返しがしたい」と。生徒の皆さんにとっても、多くの支えや応援を感
じることがあると思います。それが家族であったり、友達であったり、先輩や後輩であったり、周囲
の大人や先生の場合もあるかもしれません。プレッシャーをはねのけて、その支えや応援を自分自身
の大きな力に変えて、成長につなげてほしいと切に願っています。応援しているぞ！戸中生！
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 今も、北京五輪の映像を見返すことはできていません。あの瞬間の記憶も、ほとんど残っていない。
「なんてことをしてしまったんだろう」。その思いばかりが押し寄せ、一緒に戦ってくれたチームの皆さ
んと、顔を合わせることができませんでした。スロベニアの自宅に戻ってからは、部屋からほとんど出ら
れない日が続きました。（中略）忘れられない言葉があります。日本に帰国し、山形・蔵王のジャンプ台
で練習していた時のこと。下で見ていた、たぶん地元の方が、「飛んでいる姿を見ているだけで、元気が
もらえます」と声をかけてくださいました。やめることで償えるのか。そう考えた時、それは逃げなんじ
ゃないかと思った。競技を続けて、ジャンプ界のためにできることがあるなら、やらなければいけない。
五輪での失敗は、五輪の舞台でしか返せない。そう思いながら、ここまで歩いてきました。　
本当にたくさんの方に見ていただき、声をかけていただいています。
だからこそ、結果で恩返しがしたい。その思いだけを胸に、この4年間を過ごしてきました。
あの時の自分に伝えます。今は、ジャンプが楽しいよ。


